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概要：近代中国語における語気助詞「也」について、伝事語気文のみ

を見るならば、「也」を伴う伝事語気センテンスは、唐以降、明に至るま

で、「也」は完全な連続性を保っており、いずれも新たな事実を伝えるた

めに語気を強めているものである。

『金瓶梅詞話』以前、｢也｣はかなり単純に継承された様相を示す。『金

瓶梅詞話』以降、｢也｣の変遷姿勢は逆に複雑な様相をとるようになる。

文献上の資料から見る場合、現在では一般に近代白話の「也」字(「也」

字であって「也」という語ではない)は清代の後消滅したと言われる。し

かし、実際にはそうではない。文字のレベルで言うならば、「也」の変遷

は2つの道を辿ったのである。1つは、一部の方言において消滅したが、

もう1つは、一部の方言においては使用され続けているということである

消滅した道は、北京話に限定されよう。

本論文において、筆者がすでに提起した「非交流文」と「交流文」(孟

子敏 2005)という2つの概念を引き続き使用し、主に『金瓶梅詞話』にお

ける『也』およびその「也」の現代蘭陵方言においての変遷を考察した。

0 はじめに

0.1  『金瓶梅詞話』について

『金瓶梅詞話』は、蘭陵笑笑生の著であり、全10巻で、全100回から構成され

ており、全字数は80万余である。『金瓶梅詞話』は16世紀末に成立し、中国文

学史上、重要な転換点をなす写実小説として非常に有名である。また、写実主

義の小説として非常に優れているばかりでなく、当時の口語形式の口頭語の実

態にきわめて近いものを伝える｢方言調査報告書｣とも言えるものである。

『金瓶梅詞話』における語気助詞｢也｣
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係および発話者の関係する事物に対する態度などに深く関わる。」語気詞に対

する通常よく見られる説明は語気を表す語であると言うものである。疑問を表

すものとしては、「 、 、吧、啊」などがあり、使役を表すものとしては、「吧、

啊」などがあり、平叙を表すものとしては、「了、啊、 」などがあると言う

ものである。しかし、いわゆる語気詞は本質的に語気を表すものではなく、本

論文で用いられる「語気助詞」は、伝事、伝疑および伝問の語気を強化するの

である。それは話者自身の主観的態度の強化を意味するのである。これは語気

助詞の根本的機能であると考える(孟子敏 2005)。

本論文において、筆者がすでに提起した「非交流文」と「交流文」(孟子敏

2005)という2つの概念を引き続き使用することとする。また、「交流文」に対

して分類した「伝事語気」・「伝問語気」・「伝疑語気」という語気の骨組みは本

論文でも有効である。

語気助詞は伝事語気文・伝問語気文および伝疑語気文で使われ、すなわち、

語気助詞は交流文を条件として用いられるわけである(孟子敏 2005)。交流文に

は2つのケースがある。

1つは、実際に対話が行われている交流文であり、コミュニケーションが発

話者と聴き手との間で展開されているものである。例えば、

也

也

也 也

也 也

* 元雜劇について、台湾中央研究院漢典電子文献の『元刊雜劇三十種』、『關漢卿戲曲集』を
参照した。
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也

也

也

也

也 也

也

也

也

也

也

也 也 也

也

也

也

也

もう1つは、実際に対話が行われている交流文ではなく、コミュニケ―ショ

ンは発話者と聴き手との間で行われておらず、発話者の独り言の形で語るもの

である。たとえば、例(10)の冒頭には王員外の独り言の形で、そのあとの「也」

を使われるセリフはすべて裴炎の独り言である。もしくは発話者本人がまだ人
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が知らない話題についてわざと勿体をつけた形でかたり、自ら答えるというも

のである。たとえば例(12)である。

也

也

也

也

也 也 也

也

也

0.3 語気助詞「也」について

0.3.1 語気助詞「也」の意味について

近代漢語における「也」の意味については、多くの研究者の見解は大同小異

である。太田辰夫は、「也」を動作もしくは状態の実現を表し、動作の完了を表
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すと見(太田辰夫 1958)、また、称呼の後にも置かれ、疑問の語気を強調したる付

け加えたりする場合に用いられるとも見ている(太田辰夫 1958)。羅驥は、さらに

或る事実がすでに過去のこと、もしくは完成したこととなっていることや、或

る事実が間もなく発生することをも表すと見(羅驥 1994)、孫錫信も、すでに変動

している、もしくは「将然」であることをも表すと見ている(孫錫信 1999)。

　筆者は「也」の意味についてすでに考察したことがあるが、｢也｣は「已

然」もしくは「将然」とは関係がないという結論を出しているのである。

「也」の意味は語気を強化するという一点に集約することができる（孟子敏

2005;2007）。以下のように、図示することができよう。

  伝事語気    伝事語気強化

  伝問語気 +　也   伝事語気強化

  伝事語気    伝事語気強化

本稿においては、この観點から、『金瓶梅詞話』における語気助詞｢也｣及び

関連する「呀」に対して、分析を試みてみる。

0.3.2 語気助詞「也」の変遷について

伝事語気文のみを見るならば、「也」を伴う伝事語気センテンスは、唐以降、

明に至るまで、「也」は完全な連続性を保っており、いずれも新たな事実を伝

えるために語気を強めているものである。

『金瓶梅詞話』以前、｢也｣はかなり単純に継承された様相を示す。『金瓶梅詞

話』以降、｢也｣の変遷姿勢は逆に複雑な様相をとるようになる。文献上の資料

から見る場合、現在では一般に近代白話の「也」字(「也」字であって「也」

という語ではない)は清代の後消滅したと言われる。しかし、実際にはそうで

はない。文字のレベルで言うならば、「也」の変遷は2つの道を辿ったのである。

1つは、一部の方言において消滅したが、もう1つは、一部の方言においては使
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用され続けているということである(孟子敏 2003)。消滅した道は、北京話に限

定されよう。北京話ではほとんど目にすることができない。白話での「也」の

意味は、完全に「呀」もしくは「啊」によって取って代わられている。

『金瓶梅詞話』で、語気助詞としての｢也｣は310回用いられている。その｢也｣

は漢語史上の連続性を呈している。注意すべきこととして、“娘洗澡也不洗”、

“你常拿封皮封着他也怎的”のようなセンテンスにある｢也｣は、語気助詞とみ

なすことができることがある（劉勲寧 1985）。実際には、このようなセンテン

スは2つの文から構文されるのである。『金瓶梅詞話』における｢也｣の使用情况

について、以下のような考察を行なう。

1 交流文における｢也｣

1.1 ｢也｣は発話者と聞き手の間の交流文で出現する

『金瓶梅詞話』における、そのような交流文とは登場人物間の会話という形で

ある。｢也｣を使うセンテンスは大部分このような交流文である。例を見てみよう。

也 也

也

也

也

也

也

也
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也

也

也

也

也

也

也

特に指摘したいのは、『金瓶梅詞話』は鮮明な「説唱文学」としての特徴を

持っており、語り手が使う叙述文と登場人物の会話文とが混じり合っている現

象が常に見られるということである。たとえば、人称からするならば、語り手

が人物や物語を叙述する際、第三人称を使わなければならない。しかし、『金

瓶梅詞話』では第一人称を使うことがあるのである。表面的に見れば、語り手

の叙述文であるはずなのであるが、実際には登場人物の会話文として用いられ

ていたりするのである。そのために、語気助詞が使われる。このようなセンテ

ンスは発話者と聞き手の間の交流文と見ることができる。例を見てみよう。

也

1.2「也」は非直接的な会話としての交流文で出現する

非直接会話文としての交流文は主に以下の三つのケースに分けられる。

① 発話者は自分で聞き手を想定して、その聞き手を交流対象をとなす。こ

の場合、｢也｣が使われる。例を見てみよう。
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也

也

例(28)は、呉月娘は神仏を聞き手として、祈っている話である。例(29)は、宋

惠蓮が自分の夫としての「来旺」を追放された情報を知った後、訴えている話

であり、強い感情を表すため、｢也｣を使っている。

聴衆を聞き手として想定した場合、語り手は｢也｣を使うことができる。たと

えば、例(30)では、語り手は｢也｣を使って、強い感情を表わしている。

也

②発話者の独り言の形の場合、｢也｣が使われる。例を見てみよう。

也

也

也

也

③発話者は自分で人が知らない問題を出してから、自ら答える。この場合、

｢也｣が使われ、話している内容を強調する。例を見てみよう。

也

也

この2つの例文は発話者と聞き手の間の直接な交流ではない。例(36)では、

“搗子”という言い方は、当時普通の言葉であったのではないので、語り手が

説明を加える必要があり、｢也｣を使ってしまったわけである。
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2 伝事語気文・伝問語気文および伝疑問語気文における「也」

2.1 伝事語気文における｢也｣

　聴き手に向けて出来事、事柄などを伝達する場合、｢也｣を使って、伝事語

気を強調する。

也

也

也

也

也

也

也

也

2.2 伝問語気文における｢也｣

発話者が質問の対象について全く知るところがなく、聴き手に向かって疑問

を呈して知ろうとする場合、｢也｣を使って、強い伝問語気を伝える。例を見て

みよう。

也

也

１１



也

例(45)、(46)の中にある｢……也怎的｣という形は、『金瓶梅詞話』で出現頻度

が高い。実際には、この伝問語気文のような形を利用して反語を表しているの

である。

2.3 伝疑語気文における｢也｣

発話者が質問内容についてすでに知るところはあるものの、いまだ確定でき

ないでいて、聞き手に向かってその答えを引き出そうとする場合、｢也｣を使っ

て、強い伝疑語気を伝える。例を見てみよう。

也

也

也

也

也

也

3 ｢也｣を使うセンテンスの語用論的考察

3.1 正式な発話と非正式な発話とにおける「也1」・｢也2｣

北京方言を基礎として文康が書いた『児女英雄伝』では、近代漢語におけ

る「也」の機能や意味はすべて｢呀｣もしくは｢啊｣という語気助詞に取って代わ

*文康、生卒年不詳、恐らく清の同治(1862 ～ 1874)初年に歿。
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られてしまった。｢也｣という助詞を使うケースもあるが、必ず文語的文体に限

られる。「也」の用例はいずれも文語的文体であるか、あるいは直接文言文を

引用しているものであるかである。例を見てみよう。

也

也

『金瓶梅詞話』は、文語体を用いる場合或いは直接文言文を引用する場合で

も、自然な白話の場合でも、｢也｣を使うことができる。例を見てみよう。

也

也

也

也

例(56)、(57)は文言的で、例(58)、(59)は自然な白話の形である。ここで一応

例(53)、(54)にある｢也｣を「也1」と呼び、例(58)、(59)にある｢也｣を｢也2｣と呼ぶ。

『金瓶梅詞話』における｢也｣を検討すると、「也1」と｢也2｣が相補分布呈してい

ると言えることが分かる。「也1」は正式な発話で用いられ、｢也2｣は非正式な

発話で用いられる。もし「也1」が非正式な発話で使われれば、それは直接文

言文を引用しているのである。例を見てみよう。

也

正式な発話とは、主に官界交際、上奏文などを含む。そのような状況で、

「也1」を使うことができる。例を見てみよう。

也

也
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也

例(58)は、ある官吏および関係する人物を弾劾する公文書である。例(62)は、

地方官吏を審査してから朝廷へ報告したものである。例(63)は、ある高級官員

が西門慶の招待を受けたときの発話である。

僧人や医者も知識人だと見なされるため、このような人も「也1」を使うこ

とができる。例を見てみよう。

也

也

また、礼節を考慮して丁寧な表現をとる場合、「也1」を使うことができる。

たとえば、王三官が西門慶に頼みごとをする際、例(64)のようなセンテンスを

使うのである。

也

『金瓶梅詞話』では、文語的文脈に沿って、「也1」を使うことができる。こ

のようなセンテンスは正式な発話だと見なされる。たとえば、この作品の冒頭

で、関係する歴史を説き起こすために、第1回の第1、2ページおよび第3ページ

の前半は文言文で書かれ、「也1」が用いられているのである。例を見てみよう。

也

也

3.2「也1」と｢也2｣は同じものである

上述したように、「也1」を含むセンテンスは文言的で、｢也2｣を含むセンテ

ンスは白話的だと見られる。しかし、この2つの形を比較するならば、その区

別は｢也｣という語気助詞にではなく、語彙面もしくは文法面に現れる。2つの

例を見てみよう。
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也

也

例(69)、(70)の最も大きい相違は語彙である。(69)は｢乃｣を使い、(70)は話し言

葉としての｢就是｣を使う。このような例から見れば、実際に、「也1」と｢也2｣

は同一のものであることが分かる。この視點からするならば、文言文における

「也1」の意味もやはり語気を強調するためのものだと言える。もちろん、文言

文における「也」の意味および変遷という問題は将来の重大課題であるが、本

論文では、近代漢語における｢也｣の検討に止める。

4 蘭陵方言における「也」

現代の中原官話に属する蘭陵方言において、『金瓶梅詞話』における「也」

は引き続き使われている。その用法や意味が近代漢語白話のものと完全に一致

している。「也」は伝事語気、伝問語気、伝疑語気のセンテンスに用いられうる。

以下に若干その記述と分析を試みよう。

4.5.1　伝事語気文における「也」

伝事語気文における「也」は、聴き手に向けて新たな事柄もしくは事件を伝

える語気を強調する働きをもつ。呼称の直後に置かれた場合、強烈な呼びかけ

を表現する。例文を見てみよう。

「也」が呼称の直後に置かれた場合：

也

也

也

也

也

「也」が新たな事柄の伝達を強調する場合：

也
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也

也

也

也

也

也

也

也

「也」が新たな事件の伝達を強調する場合：

也

也

也

也

也

也

也

也

也

ここで特に指摘しなければならないのは、新たな事件の伝達を強調するこの

類のセンテンスにおいて「也」の前に実現を表す「了」が有る必要がある（否

定文は除）ということである。「了也」が結合した場合、2種類の音声的実現方

法がある。丁寧に発音するときは / と言い、気を抜いて発音するとき

は と言って1つの音節に融合される。

さらに注意すべきは、例(82)、(83)および(88)、(89)で、「也」を含む文にはい

ずれも形容詞があるが、この2組はその表す意味は同じではないことである。
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(82)と(83)は、差し当たって了解している性質もしくは状態を強調しており、そ

れに先だって了解していた内容とは一切関係ないのである。それに対して、(88)

と(89)は、すでに了解していた性質もしくは状態から現在への変化を強調して

いるのである。例えば、水餃子を茹でていて、鍋のふたを開け「水少也」と言

う場合、もともと鍋にどのくらい水が有ったのかを知っているわけではなく、

この時に水が足りないことに気づいたのである。もし「水少了也」と言ったな

らば、もともと鍋の水は充分有ったことは分かっていたのだが、しばらく茹で

たあと蒸発によって水が足りなくなってしまったのであり、現在了解するもの

は、それに先立って了解していたものが対比の基礎となっている。

4.5.2　伝問語気文における「也」

この類のセンテンスにおいては、「也」を用いることによって質問の語気が

強化される。例を見てみよう。

也

也

也

也

也

也

也

4.5.3　伝疑語気文における「也」

伝疑語気を表す場合、「也」を用いると発話者が立証されることに疑いを抱

いていることが強調される。例えば、

也

也

也
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也

選択疑問文に用いられる場合、主な形式は「X也不X」、「X也没X」。例を挙

げてみよう。

也

也

也

也

也

也

也

也

也

也

すでに述べたように、この種の形式は実際には2つのセンテンスから成って

いる。蘭陵方言では、丁寧し発音するとき、この種の形式の「也」はしっかり

と音声化される。しかし、気を抜いて発音するときは、「也」は脱落し「X不X」

と音声化される。このこともこの種の形式が実際には「X不X」の原形である

ことの証左となろう。さらに、疑問を表す「X不X」から、「也」の痕跡を見出

すことすらできるのである。すなわち、最初の「X」中の最後の音節に見られ

る変調形式にその痕跡が留められており、軽声音節「也」が条件となった変調

と考えられるのである(孟子敏2000)。例えば、例(106)や(108)、(114)、(115)は、「也」

が脱落した後の疑問を表すこの種の形式なのである。

看

豬

打

もし「X不X」がショートフレーズとして文中の文成分となる場合には、そ
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のような変調現象は見られない。例えば。

看不看

とりわけ興味深いのは、「X也不X」および「X也没X」の「也」が脱落した後、

「X不X」あるい「X没X」は伝疑語気を表すこととなることである。そしてこ

のような伝疑語気を強調しようとするときは、またしても「X不X」あるいは

「X没X」の後に「也」が添えられうるのである。例(106) ～ (115)はそれぞれそ

の例と言えよう。

也

也

也

也

也

也

也

也

也

也

『金瓶梅詞話』において、この「也」を含まれるセンテンスのパタンは見ら

れないが、これは蘭陵方言で新たな変化を起こったといえるだろう。

4『金瓶梅詞話』における「呀」

『金瓶梅詞話』では、｢呀｣という語気助詞が用いられており、全篇で18回

｢呀｣が文末語気助詞として使われている。例を見てみよう。

呀 呀

呀

呀
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呀

呀

呀

呀

｢也｣と比べると、かなり少数ではあるが用いられるようになったのである。

｢也｣は旧来の形で、｢呀｣は新しい形である。この｢也｣と｢呀｣が併用されている

状況から考えれば、中原官話は北京方言から影響を受けて、｢呀｣という語気助

詞を使い始めたのであると考えられる。当時北京方言はすでに威信方言として

の地位を確立していたから、中原官話に対して影響を与えたのは当然のことで

ある。

蘭陵方言では、語気助詞「也」と「呀」はいずれも引き続き使われる。「也」

の音声形式は あるいは であり、「呀」の音声形式は［ ］あるいは［ ］

である。それぞれ2種の音声形式はいずれも自由変種である。「也」の使用法は

近代漢語白話の「也」と完全に一致している。「呀」の用法および機能は「也」

と同様である。位層言語学の観點からするならば、「呀」は新しい形式であり

「也」と同一の語であるが、「也」とは音韻形式の位層を異にするものであると

いうこととなる。両者の関係は以下の如く示すことができよう。

位層Ⅰ＝ / ：呀

位層Ⅱ＝ / ：也

このことからみれば、この位層関係がどのように成立したのかが分かる。も

ちろん、『金瓶梅詞話』における｢呀｣が他方言から伝わってきたものであるか

どうかという問題は改めて検討する必要があるのであるが。
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付録：蘭陵方言的音韻システム

(1)声母

　計27個（零声母を含まない）。

(2)韻母

　計39個( 、 という変化した韻を含む)。
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(3)声

　計4個。

また、軽声もある。その前にある音節の声調によって、音価が異なる。ここ

で、[3]で表示する。例を見てみよう。

（本論文は松山大学2006年度特別研究助成の成果である。）
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